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Ⅰ. 総括研究報告書 

薬剤師が担うチーム医療と地域医療の調査とアウトカムの評価研究  

研究代表者  安原 眞人 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 教授  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

研究要旨 

本研究では、多数の病院薬剤師及び薬局薬剤師を会員とする学術団体である日本医療薬

学会を活動の母体として、三つの調査研究班により、チーム医療のアウトカム評価とプロ

トコールに基づく薬物治療管理（PBPM）導入マニュアルの作成、精神科医療機関と調剤薬

局の連携、健康サポート薬局に係る研修内容および第三者確認の方法について調査研究を

行った。 
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A．研究目的 
少子超高齢化社会における医療提供体制

の再構築が求められる中で、チーム医療の

進展や地域医療の拡充に向けて、薬剤師の

担う役割を明確にし、求められる専門性を

活かすための実践的方法論を確立する。 

 

B．研究方法 

日本医療薬学会を中心として日本病院薬

剤師会ならびに日本薬剤師会との連携のも

とに、医療機関におけるチーム医療の先進

的事例の収集し、そのアウトカム評価につ

いて調査・解析した。精神科医療機関と調

剤薬局の連携に関する実証的研究に関して

は、実施に際して研究倫理審査委員会の承

認を受け、UMIN000017407として臨床試

験登録した。また、健康サポート薬局に係

る研修内容及び第三者確認の方法について

検討した。 

 

C．研究結果 

１．チーム医療推進分担研究班（分担研究

者：佐々木均）：平成 22年 4月 30日付の

厚生労働省医政局長通知「医療スタッフの

協働・連携によるチーム医療の推進につい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て」において、薬剤師の医療チームでの積

極的な活用が提言された。医政局長通知に

おいて現行法で可能とされている業務の推

進を図るため、それらの業務における薬剤 

師の更なる活用や、医師の業務軽減に対す

る貢献を評価し、効率的な医療資源の投入

と活用に関する調査、研究を実施すること

とした。さらに、薬学教育 6年制を踏まえ

て薬剤師に今後期待される業務範囲・役割

の拡大について、現行法で可能な範囲と、

それらを実施するために必要な条件等につ

いて調査・検討を行い、その効果、影響等

を評価し、薬剤師の担うべき役割を明らか

にすることを目標に定めた。 

研究計画 3年目となる本年度は、前年度

に引き続き、医師、薬剤師等で事前に作成・

合意されたプロトコールに基づく薬物治療

管理（Protocol Based Pharmacotherapy 

Management, PBPM）の事例収集を重ね、

医師の負担軽減、患者への安心・安全な医

療提供に結び付くチーム医療への薬剤師の

貢献について定量的な評価・解析を加えた。 

さらに、研究班ではチーム医療の進展や

地域医療の拡充に向けた実践的方法論の確

立を目指して、多職種によるチーム医療の
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基本となる PBPM導入マニュアルを作成し

た。PBPMの実践においては、医療課題の抽

出、解決案の討論、各職種の役割分担、分

担規則の決定、情報の共有化など、多段階

的・多角的なステップを考慮する必要があ

り、標準的な手順や必要項目を示した総論

と代表事例を示した各論からなる導入マニ

ュアルを作成した。平成 28年 2月 11日に

開催したシンポジウムでは、5つの先進事

例と PBPM導入マニュアル案を報告し、チ

ーム医療における薬剤師の役割について総

合的に考察した。 

２．地域医療・かかりつけ薬局推進分担研

究班（プロトコール担当）（分担研究者：稲

垣中）：向精神薬の服用中には過鎮静、錐体

外路症状をはじめとして様々な副作用が出

現する可能性があり、主治医である精神科

医はこれらを適切にモニタリングして対処

することが望まれるが、様々な事情で必ず

しもうまく行っていない。そこで、精神科

医療機関と調剤薬局が連携して、薬剤師が

副作用モニタリングを行い主治医にフィー

ドバックすることの有用性について、試行

的な介入研究を実施した。 

 対象患者 70名に対して調剤薬局の薬剤

師による約 2ヶ月間に及ぶ副作用モニタリ

ングによって、副作用が全体的に減少する

とともに、医師による診察の際に患者が申

告し損ねた医療安全上重要な副作用を検出

できる可能性が示唆された。 

３．地域医療・かかりつけ薬局推進分担研

究班（研修担当）（分担研究者：長谷川洋

一）：「健康情報拠点薬局（仮称）のあり方

に関する検討会」において、「健康サポート

薬局の要件となる健康サポートに取り組む

薬剤師の研修の専門性や客観性、公平性を

確保するためには、第三者による確認が必

要」との意見がまとめられた。これを踏ま

え、健康サポート薬局に係る研修に関する

内容及び第三者による確認等について検討

を行った。 

その結果、健康サポート薬局に係る研修

の実施機関、研修の内容、時間数、研修修

了証の発行、研修の第三者による確認等に

ついては、すでに厚生労働省医薬・生活衛

生局から「健康サポート薬局に係る研修実

施要綱について」（平成 28年 2月 12日薬

生発 0212題 8号）として公表された。研

修の第三者確認を実施する指定確認機関の

要件についても、「健康サポート薬局に係る

研修の第三者確認の実施機関について」（平

成 28年 3月 15日薬生総発 0315第 1号）

として公表された。さらに、第三者確認の

ための提出書類、第三者確認の方法、その

他の留意点について考察した。 
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